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　　　　　　月例研究発表要目

昭和54年1月31日　宮野悦義氏rワイマールのFerienkurs」

昭和54年6月6日　Beverly　I．Nelson氏r現代の韓国文学につ

　　　　　　　　いて」
昭和54年6月20日　木山英雄氏r去年の紹興など」

昭和54年10月31日　坂内徳明氏rロシア民話における“笑わぬ王

　　　　　　　　女”」

昭和54年11月21日　広田昌義氏r想像力・歴史・表徴一パスカ

　　　　　　　　ル“パンセ”について」

昭和54年12月19日　溝口雄三氏r公とおおやけについて」

　　　　　　新学部問題懇和会

昭和54年3月17日　山本和平氏r国際理解の諸問題について」

昭和54年4月28日　青木利夫氏rヨーロッパで考えたこと」

　　　　　　　　　　編集後記
《「語学研究室」はこの一年間，本来の任務である研究活動と並行して，いくつ

がの問題についで密度の高い論議を重ねてきた。率直にいって，本学における

r語学研究室」の位置，したがってまたそのメンバーの位置はいまだ不安定で

ある。「語学研究室」における論議はまさにこの点に触発されたものであった。

しかしその諭議は終始，r語学研究室」のエゴイズムを脱した次元でおこなわ

れ，その中心問題はr語学研究室」が本学の本来在るべき体制のなかでいかな

る位置を占めるぺきかであった》。この文章が読まれるのは実に14年前，1965

年11月3日に発行されたr言語文化」第2号の編集後記においてである。そ

れ以来，事態は変化したのであろうか，あるいは依然として同じ地点にとどま

ウておりこれからもとどまりつづけるのだろうか。

　次手に本誌創刊号（1964年）の編集後記も覗いておこう。《本学におけるr語

学研究室」創設の目的は，社会科学の綜合をめざす学園にあって諸学の研究と

密接な関連を保ちつつ言語文化一般およぴ現代的観点に立った広義のフィロロ

ギーの確立と，併せて語学教育の一層の改善とに寄与することにある》。語学

研究室もひとつの組織であろう。とすれば，時折はその組織がつくられたそも

そもの目的を思い出すことも必要ではないか。語研創設の際の初心がよもや忘

れ去られてはいまいと信じたい。

　本年は語研メンバーとして，新たに溝口雄三氏，坂内徳明氏をお迎えした。

　　　　　　　　　　　　　＊
毎号のことであるが，編集の実務面は，志村俊司氏に全面的におまかせした。

感謝にたえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広田記）
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